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令和５年度 第３回 吉田町総合教育会議 会議録 

 

１ 開催期日 令和６年３月 26日（火） 午前 10時 00分 

 

２ 場  所 吉田町役場 町民ホール 

 

３ 出 席 者 田村 典彦 町長 

北澤 雅恵 教育委員、増田 真也 教育委員 

中村 成宏 教育委員 

事務局 粂田 真男 学校教育課長、中山 孝宏 生涯学習課長 

      山村 加奈子 学校教育課長補佐、水嶋 浩之 主席指導主事 

浅井 健  指 導 主 事、川本 貴浩 教育振興統括 

 

４ 議事内容 

 

１ 開会 

○事務局  

開会に先立ちまして、相互の挨拶を交わしたいと思います。恐れ入りますが、

御起立をお願いします。礼。御着席ください。 

 それでは、ただいまから令和５年度第３回吉田町総合教育会議を開催いたし

ます。本日は大変お忙しい中、またお足元の悪い中、御出席を賜り誠にありがと

うございます。私は本日の進行を務めさせていただきます、吉田町教育委員会学

校教育課の粂田と申します。よろしくお願いいたします。なお、本日、教育長そ

れから塚本委員については、所用により欠席をさせていただいておりますので、

御承知おきいただければと思います。 

 それでは、早速ですがお手元の資料の次第に沿って進めさせていただきます。

始めに町長から御挨拶申し上げます。 

 

⑴ 町長あいさつ 

○田村町長  

着座で失礼します。おはようございます。朝から雨が激しく降って、大荒れの

一日になりそうですね。昨日、所用で文部科学省に行きましたが、文部科学省で

もＩＣＴという言葉が響きあって、本当にいろいろな意味で状況が変わってき

ていると感じます。 

それから昔から言われることは、先生の仕事というのは２つあります。１つは
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子供さんに知識を教え、子供さんの知識を向上させる。もう１つは、この先生に

出会ったという、出会い方で感動を与えるのですよね。その先生の影響で、子供

はがくんと上がってきます。そういう先生との巡り会い、そういうことはこの頃

あまり言われなくなってきましたが、子供に感動を与えるような先生というん

ですかね、非常に変化のスピードが激しいものになってくると、そういうものが

必要ではないかなとそんな感じがします。 

今日は吉田町総合教育会議にて意見をお伺いしたいと思います。どうぞよろ

しくお願いします。 

 

○事務局  

ありがとうございました。続いて教育長からの御挨拶ですが、欠席のため省略

をさせていただきます。 

それでは、議事に入りたいと思います。ここからの議事進行は町長にお願いし

ます。 

 

２ 議事 

 ⑴ 吉田町教育大綱について 

〇田村町長 

それでは、次第に基づいて進行してまいりたいと思います。本日の議事は３つ

でございます。 

まず最初に、吉田町教育大綱について、を議題といたします。事務局から吉田

町教育大綱（案）に対するパブリックコメントの実施結果とそれを踏まえた吉田

町教育大綱（案）の説明をお願いします。 

 

○事務局 

 それでは、吉田町教育大綱について説明させていただきます。 

資料№１を御用意ください。こちらの教育大綱は、現在、令和２年度から本年

度までの４年間を実施期間として取り組んでおりますが、この度、令和６年度か

ら９年度までの新たな大綱（案）を作成しましたので、御説明させていただきま

す。 

この大綱（案）につきましては、本年度に静岡大学の島田桂吾准教授を委員長

とした教育推進委員会で３回、総合教育会議で２回、議論を重ねてまいりました。 

そして前回、11 月に開催されました総合教育会議におきまして、教育大綱の

概要がおおよそ固まった中で、12 月に実施しましたパブリックコメントでは、

２人の方から 12件の意見をいただいております。パブリックコメントの内容と

回答につきましては、別に公表する資料で御確認いただければと思いますが、パ
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ブリックコメントの御意見を踏まえた点については、こちらの資料№１を説明

する中で報告させていただきます。 

 それでは、資料をお開きいただきまして、まず１ページ目でございます。「は

じめに」ということで町長の言葉を記載させていただいております。 

 次に、２ページ及び３ページにかけまして、こちらは大綱の趣旨、大綱の性格、

期間、構成についてそれぞれ説明させていただいております。 

 続きまして４ページを御覧ください。４ページには教育目標を掲げまして、な

ぜ町は「生涯にわたり学びあい高めあう人づくり」を教育目標として目指すのか

ということを、こちらに記載させていただいております。 

 ５ページからは基本方針及び施策の方向性を記載しておりますが、文言につ

きましては、基本的に 11月の総合教育会議で皆様にお示しをした内容と大きく

変更はございません。 

改めまして基本方針１につきましては、「生きる力の育成を目指す学校教育の

推進」ということで、以下、御覧のとおり４つの重要施策をそれぞれ掲げている

ところでございます。 

 ６ページでございます。基本方針２としまして、「心豊かに学び続け、学びを

生かす生涯学習の推進」、こちらにつきましては、３つの重要施策を掲げており

ます。基本方針３につきましては、「スポーツに親しむ活動の推進」ということ

で、重要施策を２つ掲げています。 

 ７ページでございます。基本方針４「文化・芸術に親しむ活動の推進」という

ことで、こちらは３つの重要施策を掲げております。 

 最後に、基本方針５「学びやすく活動しやすい教育環境整備の推進」というこ

とで、２つの重要施策を掲げています。 

 次のページにつきましては、左側ですが、これらの基本方針、重要施策を着実

に推進していくことで、一番上にあります教育目標、「生涯にわたり学びあい高

めあう人づくり」、こちらを目指すことを図で表したものでございます。なお、

今回この体系図に「ＴＣＰトリビンスプラン」を表記しておりますので、その内

容が分かるように、次のページにトリビンスプランの一覧を載せてございます。 

 また、めくっていただきまして、こちらが今回新たに付け加えました教育大綱

にある用語の説明、こちらにつきましてこのような形で付け加えさせていただ

きました。 

こちらはパブリックコメントで、「教育大綱が抽象的表現であるため、具体的

に何を言おうとしているのかが見えてこない。説明等を加えれば、町民がより趣

旨を理解できるような教育大綱になるのではないか」という趣旨の御意見をい

ただきましたので、それに対して「大綱とは地方公共団体の教育・学術及び文化

の振興に関する総合的な施策について、その目標施策の根本となる方針を定め
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るものであり、詳細な施策については、策定することまで求められているもので

はないので、吉田町教育大綱では教育目標・基本方針及び施策の方向性を定める

もの」であること、また、「具体的な対策・施策は、吉田町実施計画、吉田町教

育元気物語ＴＣＰトリビンスプラン等に記載している」と今回回答をさせてい

ただきましたが、教育推進委員会でも、「誰が見ても分かりやすいものに」とい

う御意見もいただいておりますので、今回はこのような形で用語の説明を加え

させていただくとともに、具体的施策が見えてくるように、ひとつ前のページで

すが、トリビンスプランの一覧を付けさせていいただいているところでござい

ます。 

 以上が、令和６年度から令和９年度までの吉田町教育大綱（案）の概要でござ

います。なお、大綱につきましては、町のホームページにも掲載する予定です。

事務局からは以上です。 

 

○田村町長 

 ありがとうございました。それではパブリックコメントについて、又は吉田町

教育大綱の案について御意見を伺いたいと思います。 

 

○増田委員 

 今、説明にもありましたが、今回の基本方針・重点施策、これは簡潔に表現さ

れていて、体系図も非常に分かりやすく、コミュニティ・スクールですとか個別

最適な学び、協働的な学びとか、そういうキーワードを詳しく説明していて、先

ほど話があったように誰が見ても分かりやすいものにということが非常に意識

された、読み手に優しいというか、分かりやすい構成になっているというのを改

めて思います。 

全体的にキーワードは、何々しあい、しあうとか、共にとか、という何か人と

人とのつながりを意識した言葉が非常に多く使われているなと思います。学校

教育の場の外国人がより増えて、また、不登校も以前よりは少し問題になってい

るかなと思いますので、そういったところの支援も厚くできるようなところに

つながる教育大綱ではないかと思います。 

 

○中村委員 

 今、増田委員がおっしゃったとおり、体系図は非常に見やすくなっていると思

います。内容ですが、町長が「はじめに」で書かれたように予測困難な時代だと

か、あるいは答えがないとか、そういうような時代であるとか、そういう時代に

学び続けるとか、あるいは問い続けるであるとか、あるいは協働するとか、そう

いうことが重要になってくると言われていて、そういったことを念頭に置きな
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がら作られているのではないかということを強く感じる内容であったと思いま

す。 

生きる力の意味、それから、教育の推進であるとか、あるいは生涯学習である

とか、スポーツに親しむだとか、文化芸術に親しむだとか、そういったものが全

体的に町民が豊かに生きるとかそういったものを目指した大綱になっているの

ではないかと思います。 

 

○北澤委員 

 とても分かりやすく書かれているなという印象です。ここの教育大綱は人づ

くりをテーマにしていますが、多様性、様々なライフスタイルに合わせたものを

想像して作られていると感じました。 

 

○田村町長 

 教育というものが生涯にわたり学びあい高めあう教育、吉田町の教育が表さ

れているような感じがします。「生涯にわたり学びあい高めあう」、全てＴＯＧＥ

ＴＨＥＲと言うのですかね、相手に対する思いやりをもって一緒になってやる、

吉田町をルーツの場所で、原点で協力しあうというのは良いと思います。そうい

う意味で、私は教育大綱の意義を得て、吉田町の新しい町づくりの基本的なこと

として、今後の我々の生き方としていきたいと思います。 

昔から言われている教育というのは良く学び、よく遊ぶことですが、やはり知

識や体づくりが基本にありますが、一人でやることではなくて、全体の中でそう

いう取組が必要であると思います。皆さんの御意見をお伺いしたいと思います。 

 

○増田委員 

 体系図のほぼ中心のあたりにあるのですが、コミュニティ・スクールです。各

学校でＣＳディレクター、コミュニティ・スクールディレクターの方が活躍され

ていますが、より地域の方々への声掛けが強くなって、地域の方が、今、学校に

どんどん入ってきているなというのをより感じます。 

この前、２月 22日に住吉小学校で「これからの学校フォーラム」というのが

ありまして、文部科学省のデジタル推進委員の新保先生という方がいらっしゃ

ってお話を伺ったのですが、今、幕末とか明治維新以来の大きな日本の教育改革

の時代にある。その頃は学校が最先端の場で、学校から地域へ情報を発信してい

くみたいな話がありまして、今もそうではないかという話があったのは、まさに

自分もそう思っています。児童生徒がタブレットを使いこなして、プレゼン能力

が非常に上がっていると思います。本当に今、最先端の場が学校にあるのではな

いかと思っていまして、それを子供たちが地域へもっと発信していって、地域の
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人がもっと学校に入ってきたら、より努力目標に定める、共に学びあうというの

が実現できるのではないかと思いました。 

 

○田村町長 

 確かにそうですよね。増田委員がおっしゃるとおり、やはり新しい社会の先端

を走る新しい世界を工夫していくことが必要ですよね。北澤委員はいかがでし

ょうか。 

 

○北澤委員 

 本当に感心、ものごとに感心がなければそうなっていくことはないので、本当

に多様性という、いろいろな方のいろいろな企画なり考え方を見なければ、成長

していかないものだなというのも経験するので、吉田町が協働、一緒になってい

ろいろな刺激を受け合いながら成長できる町であってほしいなと思います。現

在すでに様々な活動を吉田町でされていますが、コロナで一旦止まってしまっ

た活動もあると思うので、いいスタートではないですが、いいタイミングだと思

います。 

 

○田村町長 

 中村委員はどうですか。先生をやられていた頃と委員になられた今の教育と

差異は感じますか。 

 

○中村委員 

 そうですね。やはり大きな、自分が実際に感じているのは、やっぱりＩＣＴが

導入されたということなのですが、どこで言うのがいいのか分からないのです

が、吉田町は非常にうまいタイミングを使って、教育全体を変革してきたなと思

っています。平井指導主事が中心になって進めてきているとは思うのですが、多

分彼女一人でそれをやっても無理だと思うんですよね。それはそのＩＣＴの変

革ということで、先生も全体のＩＣＴの勉強をしなくてはいけないという状況

の中で、町全体の会合というのを立てて、小学校・中学校の先生方の意識が、Ｉ

ＣＴに向いて授業を変えなくてはいけないという時に、佐藤先生という固定し

た大学の先生が、同じ趣旨の中で関わる、各学校の研究主任がそれに賛同して広

げる。そういったものがうまく回転してというか、循環して、好循環を生み出し

て、今すごく僕が教えていた時代の授業のあり方よりもずいぶん変わったので

はないかと思います。 

先日のフォーラムの中で子供の意見が出て、先生たちが僕たちで学んでいく

のだというのが非常に面白かったです。今手元にその発言記録を持っているの
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ですが、そういった授業の変化が起きているのではないかと思っています。そう

いった授業の変化のあり方をうまく基本方針１で具現しているような内容にな

っているなと思っています。 

 それと同時に、これは公教育なので、学校教育なので、基本方針１は具体的に

書くことができますが、基本方針２、３、４は、町全体に向けているような内容

なので、どうしても抽象的にならざるを得ないところがあるなと思います。そこ

は当然と言えば当然で、どう町民の意図・思い・希望を拾っていけるのかという

ところが、課題になってくるのかなという思いを持って見させていただきまし

た。 

 

○田村町長 

 先ほども申し上げましたが、これまではこうだったというのはおそらく通用

しないというものがかなり出てくると思います。これまでの成功例が必ずしも

それで行けるとは思えない時代ですよね。やっぱり社会が変化している、新しい

社会になっていく。そういうわけで先生も先ほど申し上げた、先生も自己変革を

迫られる。また、一番基本的なところ、個別最適ということが可能になってきま

すよね。その中で先生の変革、それからそこで学ぶ一人一人の子供の教育に対す

る学びの姿勢も変わってくる。また、社会にとっても変わってくる。社会の変革。

新しい時代の新しい教育のあり方を大綱で示していますよね。自分でも今しゃ

べっていながら、そんな感じがしますね。 

 

○増田委員 

 この前のフォーラムで、学校の先生は必要か必要じゃないかというのがあっ

て、児童がいる・いらないという子とでプレゼンしてくれたのですが、いると言

った子の回答が、先生の役割は勉強以外のことを教えてほしいとか、人生の先輩

として大人との関わり方を教えてほしいとか、すごいなと思ったことを思い出

しました。 

 

○田村町長 

 ありますよね、先生の役割。社会から要請される先生の役割というのが変わっ

ていくのではないですか。ただ、私が小学校や中学校で教わった先生というのは、

一人を除いて全員亡くなってしまいましたが、先生との出会いの中で自分に影

響を与えた先生っていますよね。だからそういう先生になれるかもしれない。そ

れはこれから強くなるかもしれないですね。 

それではですね、吉田町教育大綱について、このように策定するということで

よろしいでしょうか。ありがとうございます。それでは、以上で１つ目の議題で
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ある吉田町教育大綱についてを終了したいと思います。 

 

 ⑵ ＴＣＰトリビンスプランについて 

○田村町長 

 次に、ＴＣＰトリビンスプランについてを議題としたいと思います。 

事務局からＴＣＰトリビンスプランに対するパブリックコメントの実施結果

とそれを踏まえたＴＣＰトリビンスプラン（案）の説明をよろしくお願いします。 

 

○事務局 

 それでは、資料№２を御覧ください。 

令和６年度からのＴＣＰトリビンスプランについて、これまで、教育大綱と同

様、教育推進委員会を３回、総合教育会議で２回の議論を重ねてまいりました。 

前回 11 月 22 日に開催された第２回総合教育会議において、本プランの今後

の方向性がおおよそ固まった中で、12 月に実施しましたパブリックコメントで

は、１人の方から３件の御意見をいただいています。 

本日資料を付けていませんが、口頭で申し上げますが、この資料の一番後ろに

Ａ３で折り込んである資料を御覧いただければと思います。パブリックコメン

トの内容の一つが、教職員が授業等に専念できる環境づくりの施策、放課後の時

間が生み出されたことによって授業の充実が図られるのか疑問であるというふ

うな意見がございましたので、回答としては、教育課程の編成上、意図的な４時

間日、５時間日を設定することで、教職員が教材研究を行う時間が確保され、そ

れによって授業の充実が図られるという教育委員会としての考え方を示してい

ます。 

また、その他２つの御意見は、指標の内容について疑問を呈する内容でしたが、

設定したそれぞれの指標は、このＴＣＰの目標に向けて必要となる指標である

ことを回答しています。 

また、このパブリックコメントについては、ホームページ等で公表させていた

だいています。この３件のパブリックコメントの御意見を受けて、内容を変更し

た点はございませんので、基本的には 11月の総合教育会議で皆さんにお示しを

した内容に変更はございません。 

 ただ、２か所、言い回しを変更した点がございますので申し上げます。 

まず１点目は、子供の「確かな学力」を保障する環境づくりの（指標１）、「課

題解決に向けて自分から取り組んでいると感じている子供の割合が 80％以上」

とありますが、11月の総合教育会議の時には、「自分から取り組んでいる子供の

割合」としていて、「感じている」という言葉が入っていませんでした。教職員

や保護者の（指標１）を見ていただくと、「やりがいを感じている教職員」、「何々
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と感じている保護者」のように、主観が誰なのか「感じている」という言葉を入

れることで、子供の主観であることが分かりますので、今回「感じている」とい

う言葉を入れて改めています。 

 それからもう１点ですが、「保護者が安心して子育てができる環境づくり」の

ところで、ウの「相談体制の充実」のところの二つ目、教育支援センター「ステ

ップルーム」の運営のところですが、これは 11月の時点では適応指導教室「ス

テップルーム」となっていました。文部科学省からの通知を受けまして、「適応

指導」という言葉が適切ではないということから、「適応指導教室」から「教育

支援センター」に変更しています。これは、１月５日時点で吉田町のステップル

ームを教育支援センターという名前に変更していますので、そちらの名前に変

更したということです。 

以上、軽微な変更をかけまして、こちらの内容で進めていければと考えており

ます。 

 では、最後に本案の確認をしていただきたいと思います。令和６年度からのＴ

ＣＰトリビンスプランの新たに目標を掲げさせていただきました「子供、教職員、

保護者が共に元気になり、三者にとって魅力ある教育を実現する」と設定してい

ます。 

それから指標についてですが、ただいま申し上げた目標が達成されているか

どうか、あるいはその進捗を図る物差しとして、Ｔ、Ｃ、Ｐそれぞれに２つの指

標を設定してあります。 

 まずＴの教職員については、「仕事にやりがいを感じている教職員の割合が

100％」、「時間外勤務時間が月 45時間以内の教職員の割合が 100％」、この 45時

間以内というのは、吉田町立学校教育職員の業務量の管理等に関する規則の中

で定められている時間外勤務時間です。それから指標１については、教職員個人

が思う主観的指標、指標２は実際の時間外を集計して表すことができる客観的

指標となっています。 

 それからＣの子供についてですが、「課題解決に向けて自分から取り組んでい

ると感じている子供の割合が 80％以上」、学びに向かう姿勢という主観的指標に

なります。それから、これまでと同様、「全国学力・学習状況調査の平均正答率

が県平均以上」という客観的指標の２つを設定しています。 

 それからＰの保護者ですが、一つ目は「子供が楽しく学校に通っていると感じ

ている保護者の割合が 80％以上」、それからもう一つが、「安心して子育てのサ

ポートを受ける教育環境があると感じている保護者の割合が 80％以上」、どちら

も主観的指標として二つの指標を設定しています。 

 こうしたＴ、Ｃ、Ｐそれぞれの指標を物差しとして、目標を達成するための３

つの環境を整えることが大切になります。左端にある教職員が授業等に専念で
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きる環境になっているかどうか。真ん中で、子供の確かな学力を保障する環境に

なっているかどうか。そして右側の、保護者が安心して子育てできる環境になっ

ているかどうか。この三つの環境づくりをするための具体的な施策が、指標の下

に示されているものでございます。既に皆さん御承知ですので、大きな項目だけ

お伝えしますが、まず教職員が授業等に専念できる環境づくりの施策としては、

アとして放課後の時間の生み出し、教育課程の工夫、イとして学校閉庁日の設定、

ウとして校務支援のための環境整備、エのコミュニティ・スクールの推進、オの

児童生徒の適応支援、カの部活動の地域移行の推進、以上をそれぞれ施策として

掲げています。 

 次に、子供の確かな学力を保障する環境づくりですが、アの魅力ある授業づく

りのための支援、イのＩＣＴ環境の整備、ウの個に応じた支援の充実、エの外国

語学習支援、オの学ぶ力と郷土愛を育むための支援、カの幼保小中のつながりの

ある教育の推進、キの授業に集中できる快適な教育環境の整備、これについて、

施策として掲げています。 

 それから保護者が安心して子育てできる環境づくりについては、アの放課後・

休日の子供の居場所づくり、イの学校給食の実施日の最大化、ウの相談体制の充

実、エの学校と家庭との連携、オの家庭教育への支援ということで、それぞれ施

策を掲げています。 

 以上が令和６年度から実施していくＴＣＰトリビンスプランの概要ですが、

この施策一つ一つの詳細説明については、冊子の中にそれぞれ記載しています

ので、御確認いただければと思います。また、この冊子の内容については、教育

大綱同様、ホームページにも掲載する予定です。事務局からは以上です。 

 

○田村町長 

 それでは、まずパブリックコメントについて、また、ＴＣＰトリビンスプラン

の案について、御意見を伺いたいと思います。 

 

○増田委員 

 教育委員として何年か身を置かせていただきましたが、ＴＣＰトリビンスプ

ランに書かれていることが着実に実行・実現されてきたなというのを感じます。

その上で、まだこれから力を入れなければいけないところ、若しくは、新たに重

点的に対応しなければいけないものというのが全体的に網羅されていて、以前

よりもより具体的に明確に表記されているなというのを感じます。前回の教育

委員会の時に説明をいただいたのですが、校務支援システムのクラウド化を進

めるということで、これまで教職員と生徒と保護者の間の情報共有が少し非効

率だったような気がしまして、私はそこを進めるということが、非常に大きな前
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進になるのではないかと、その説明を聞いて感じましたし、それが表現されてい

ると思いました。 

 

○中村委員 

 吉田町教育元気物語って、前からずっと思ったのですが、なぜ物語なんだろう

と思っていたのですが、最近ふと思ったのは、物語って連続性があるというか、

出来事の次に出来事が起こって、要するに単品じゃないということですよね。そ

れぞれが関係し合っている。それがストーリーなのだろうと思うと、このＴＣＰ

のＴの中でもそれぞれの連続性があって、相互作用があって成果を生み出すと

いうところがあるし、それは同じくＣの部分でもＰの部分でも同じであるし、そ

れからＴＣＰそれぞれの連続性というか、関係性というか。そういうものがあっ

て、効果を生むから元気物語としているのかなと思って見ていました。そういっ

た意味では、例えばＤＸ化もそうですし、ＩＣＴの環境の整備といったことが保

護者の理解が深まるということにつながっていくという連続性というか。関係

の中で、うまく関係性を持って教育が充実してくるようなイメージで捉えられ

るのではないかなと思って見ていました。 

 中でも子どもたちの学力を保障することに関しては、本当に町でもＩＣＴの

整備であるとか、あるいは外国語の支援であるとか、あるいは吉田探究の推進で

あるとか、そういったものを中心に手立てを打っていただいていくことは本当

にありがたいなと思っております。 

 

○北澤委員 

 ＴＣＰトリビンスプランは三者が元気になるという、先生だけが疲れてしま

っている学校教育というのも問題があって、そこから始まったと思うのですが、

うまいバランスが取れるような教育現場、教育の場所というのが子供が一番安

心して学べるようにと、学べる場というのを先生と保護者も一緒になって築い

ていかないといけないのではないかということをずっと思っているのですが。

本当に子供たちがどんな学びをしたいのか、どんなことに興味を持っているの

か、その変化に先生もそうですが、保護者も付いていかないといけないなという

のをすごく感じていて。今、ＩＣＴがすごく活用されて、吉田町の子供たちは探

究心が高まっているというのを感じている中で、どんどんその変化、子供たちの

やってみたい、これをやってみたいという学びの提供が変化していくのではな

いかなと思った時に、ＴＣＰも一緒にバージョンアップしていけるものになっ

ていけばいいなと思いますし、吉田町ならではの魅力がこのＴＣＰトリビンス

プランなのではないかと思うので、吉田町で子育てをしてみたい、こういうこと

までしてくれるのか、自分たちもそれに何か関われることがあるんじゃないか、
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そういった魅力を感じてもらえるものになっていけば、成長していけばいいな

と思います。より町民にしっかり浸透をされるような、そういった広報活動とい

うのもすごく大事だと思います。 

本当に私が教育委員会に入ってすぐにこのＴＣＰトリビンスプランだったの

で、戸惑いがあってのスタートだったのですが、この何年かの成長と進化が魅力

的に感じて私自身はいますので、そういったものを皆さんに分かっていただけ

ればいいなと感じています。 

 

○田村町長 

 実際に三者を見ると、やはりよく言われていたのは、先生が毎日忙しくて、と

てもじゃないけど明日や明後日の授業の準備ができない。先生もやりがいを感

じなくなるとか、だんだんダウンしてくると。子供たちが自分から取り組んでい

くという中で自分たちもだんだん自分から取り組んでいくという姿勢が減退し

ていくと、それが波及してですね、親たちも教育について批判的になってきてし

まうんですね。全てがマイナスの方向に行く、そういうふうな町の方向が見えた

んですね。そのためには、先生がやはりそれなりの余裕を持って、教育を後押し

することができると、先生がやりがいを感じてくれると。子供たちもですね、先

生から一方的に教わるのではなくて、自分たちからやっていくという姿勢です

よね。そこについて見ていくといいなと。そういう三者がプラスの方向に動いて

いくというか、そういう方向が見えてきたような感じがします。 

 教職員が授業等に専念できる環境づくりで、指標１は主観ですが、指標２は客

観ですよね。先生方の時間外勤務は結構収まってきているのですか。 

 

○事務局 

 そうですね。どんどん少なくなっています。 

 

○田村町長 

 そんな感じですよね。ある人がこんなことを言っていました。ＴＣＰトリビン

スプランが始まってから、金曜日に仕事が終わってから、みんなで飲む時間がで

きたんだと。みんなで集まっていろいろなことを話したり、今まではとてもそん

な時間すらもなかったと。終わればそのまま家に帰ってバタンキューだと。そう

いう余裕が生まれたと。そういうふうなのも大きな変更点でしょうし、やはり指

標１、子供の場合ですね。課題解決に向けて自分から取り組んでいると感じてい

る子供の割合は増えているのですか。 
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○事務局 

 これはそうですね、学力調査の中の質問項目にありまして、増えているかどう

かはそこの統計は分からないのですが、吉田町の感覚としては増えているとい

うところで、期待したいなと思います。 

 

○田村町長 

 主観の割合ですが、そういうデータはそれなりに出ているのでしょうか。 

 

○事務局 

 質問項目を見ていけば、上がっているのではないかと思われますが、今の時点

ではお答えはできないのですが。 

 

○田村町長 

 指標２が依然として高いハードルなんですね。結果として出てきてしまうの

でね。 

 

○事務局 

 小学校は上がったり下がったりで、中学校がまだ達成していません。一応グラ

フとしては平均に近づいているということですが、ここ２年ちょっと下がって

しまっているのですが。 

 

○田村町長 

 最終的には問題に何が書いてあるかを理解して、何が問われているのかを理

解することですよね。そういうことでまたよろしくお願いしたいと思っていま

す。いろいろな意味で三者が共益になるような関係がこれからできてくると思

います。  

 

○増田委員 

 さっき思ったのが、やっぱり学校の先生が魅力的になるべきだと思うんです

ね。子供が、ああ、学校の先生になりたいと思う割合が高まっていくのがいいな

と思うんです。憧れの職業、今もそうでしょうけど、もっと上げてほしいなと思

います。 

 

○田村町長 

 今も先生になりたいと思っている人は昔より下がってきているのでしょうか。

どうなのですか。 
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○事務局 

 下がってきているとは思いませんけれども、なかなかいろいろな、昔とはまた

違った課題、教育課題等があるものですからね。例えば教育学部に行っても教員

にならない学生さんがいたりとか、そういう方が増えてきていますよというこ

とは、聞いたことがあります。でも、意欲を持ってね、教職の道に進みたいとい

う方はたくさんいらっしゃると思いますので、ぜひ頑張ってほしいなと思って

います。 

 

○田村町長 

 親の中にモンスターペアレントがいて、その対応をして先生が疲れてしまう。

これからは弁護士を職員として雇うとか教育委員会に入れるとか、そういうふ

うな形でやっていかなければならないかもしれません。そういう時代なんでし

ょうね。ほかの自治体では、そういうことを考えつつあるところもあるんですよ

ね。結構弁護士も今、余っているものですから。若手の弁護士の中には食べるこ

とに結構困っている弁護士がいるんですよ。そういうのをどんどん巻き込んで

いって、モンスターペアレントに対応させることになるかもしれませんね。 

 

○中村委員 

 自分は教育委員でもあり、学校にも勤めていて、現在も支援員として入ってい

るのですが、特に指標の教職員が授業に専念できる環境づくりで、意図的な４時

間、５時間の設定というのは、言ってみれば物理的にそうなのですが、やっぱり

そこで先生方のゆとりだとか、時間的なゆとりだけじゃなくて、精神的なゆとり

が、例えば休みを取るということに関しても、比較的協力態勢ができるだとか、

そういうのってすごく大事なことですよね。気軽に年休が取れるだとかってい

うのは、いざとなると自分がいなくなることで他の人が忙しくなるので、休みに

くいという環境もあったかもしれないのですが。そういった意味では、今の職場

を見ていると、気軽に休めて、その支援員もいるようなことがあって、負担が軽

減されているというのは非常に大きなところじゃないかと思うし、それがやっ

ぱり教える場合での心のゆとりであったり、物理的なことも書いているのだけ

れども、実際的には精神的にかなりゆとりが生まれているということはあるの

ではないかと思います。ＩＣＴもそうなのですが、そういうようなところで非常

に意味のあることなのではないかというのを感じています。 

 

○田村町長 

 北澤さんは自分のお子さんが自彊小を卒業して、中学に入っていますよね。自

分のお子さんを見て、この 10 年ぐらいでどんなふうに変わったと思いますか。 
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○北澤委員 

 先生がとても忙しくて、担任の先生が出張なり研修なりで今日いなかったと

いう話をよく聞いたりとか、実際に先生たちが忙しかったので、この宿題を見れ

ませんでしたという話もあったりとか。そういった中で忙しいんだねという話

から入ったのですが、今もそう、先生たちがそれでもお忙しいとは思うのですが、

全てを先生が担う必要はないかなというのもあって、それこそ支援員の方が横

に付いてくださっている時間もあったりとかして、すごく手厚く見てくださっ

ていたというのは、すごく子供を預ける身としてはありがたかったなというの

はありましたし、子供の変化に気づいてくださって、声を掛けてくださった先生

もいらっしゃいますし。そういった先生たちにとってみたら、業務の負担はあま

り感じていないのですが、保護者としてはとてもありがたいことで、そういった

ものが先生たちはそれが普通だというものが、忙しさのあまりにできなかった。

それを逆に先生がすごく罪悪感を持っていらして、すいませんでした、って謝ら

れるのを見て、それも心が痛いなというのがあるので、まだまだ多忙は続いてい

るとは思うので、そういった面で先ほど町長もおっしゃったように、弁護士の方

を付けるなり何なりというのも、すごく専門の方を付けるというのも大事なの

ではないかなと。お互いにとって１対１ではどうしても分かり合えないという

のがあったところに第三者を置くとか、他の先生ではなく、一歩外に出た方に相

談ができる体制というのが充実していることがすごく親にとっても気が楽とい

うか、気分が落ち着くのではないかなと私自身も感じていて、それこそ先生に、

直に先生に話をしたいことでも、親もすごく気を遣っている家庭も多いと思う

んですよ。そういった面で、お互いの時間とすれ違いと、お互いを思ってのこと

がすれ違いに変わってしまうこともあると思うので、そういった面を補う助け

が必要だと思いますし、教育委員会の中でも、やっぱり生徒指導の問題があった

り、子供たちが抱える問題って複雑だったりするんですよね。文章でいただいて

も、その中にその子の気持ちがあって、状況があっての話があって、そういった

ところをサポートする態勢というのは、保護者だけじゃなくて、地域や本当に専

門の方の力を借りて、やっぱりそういったところに向き合っていってほしいな

というのを感じているので。そうですね、三者同士で助け合うではないですが、

コミュニティ・スクールもそうですが、地域の方もそれこそ専門の方も入れて、

みんなが自分が抱えているものに対して解決ができるような道を取っていける

と、すごくありがたいなと感じるので、そういったところも手厚くしていただき

たいなと感じています。 

 

○田村町長 

 今まで学校が始まってからいろいろなことを社会がみんな学校に付けたんで
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すね。それがようやく一つ一つ剥がされている。本来の学校にしようという意識

がある。明治時代の社会というものが学校に押し付けたものがいろいろなすご

いことになるんだなと思いますよね。それを一つ一つ外して、本来の学校をつく

っていくというか、取り戻していく。そういうふうな作業をしないとこれから無

理ですよね。先生がやりがいを持って先生になりたいと。そういう人が先生にな

ってもらいたい。自分たちもそういう先生に出会いながら自分で勉強していく。

学校に行くのが楽しい。そういうのが本来のありようですね。吉田町の教育がこ

ういう形になっていくといいと思いますね。 

 それでは、ＴＣＰトリビンスプランにつきまして、このとおり進めていくとい

うことでよろしいでしょうか。ありがとうございます。では、２つ目の議題であ

るＴＣＰトリビンスプランについては終了したいと思います。 

 

 ⑶ 吉田探究について 

○田村町長 

 最後に、吉田探究についてを議題としたいと思います。 

事務局からこれまでの吉田探究の実施内容、令和５年度の主な取組事例及び

今後の方向性の説明をお願いします。 

 

○事務局 

 それでは、資料３とモニター画面を御覧ください。ここから吉田探究のこれま

での取組と今後の計画について説明します。まず写真を御覧ください。各学校で

今年度の学びの過程や、それぞれの成果を発表している場面になります。吉田探

究では、子供たちの主体的な学びを実現するために、様々な工夫をしながら学習

に取り組んできました。例えば、こちらの写真ですが、これは自彊小学校で５年

生が保護者に向けた防災の学習の発表をしているところです。それから、下の写

真ですが、こちらは吉田中学校の３年生が参観会の中で保護者、地域の方、それ

から役場の職員を招いて、吉田町の未来を語る会ということで、自分の考えた学

んだテーマについて発表している場面になります。それから、こちらの写真です

が、こちらは住吉小学校です。真ん中にいらっしゃるのがＧｏｏｇｌｅの社員で、

パートナー自治体で連携を取っているものですから、Ｇｏｏｇｌｅの方を講師

に招いて４年生がスライドのつくり方について学んでいる場面です。それから、

こちらの上の写真は、これは中央小学校ですが、３年生から６年生までのみんな

で、まごころフェスティバルというものを開催しました。その延長線上で、これ

は北オアシスパークで行われているＧＢ’ずマルシェという中で、子供たちが学

んだ成果を地域の方に向けて発表している写真になります。このように学校内

の単なる調べ学習ではなく、地域と共に学び探究し、それを地域に発信していく。
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そういう学習をこれまで行ってきています。 

 吉田探究では、小学校３年生から中学校３年生まで、このような学年ごとに大

きなテーマを設定して学習に取り組んでいます。吉田探究では、育成したい６つ

の資質・能力を設定しています。中教審やその他の様々な教育関係の資料の中で

は、今私たちの住む世界は、これまでにないスピードで変化をしていて、想定で

きない変化が起きる世界になっているということがよく言われています。現在、

インターネットを使わない人はほとんどいないと思います。また、スマホは子供

からお年寄りまで多くの方が使っていて、様々な手続もデジタル化が進んでい

る世の中です。現に役場の中でもＤＸ化が進んでいると思います。この世の中で、

今の子供たちが大人になった時には、これまで当たり前だった仕事がなくなっ

て、職業の選択肢がどうなっているのか想像もつきません。そこで吉田町でもＧ

ＩＧＡスクールを推進し、子供も教職員も先生から教えてもらう受け身の授業

から、自ら主体的に学ぶ授業に授業観を変えるために様々な施策を行っていま

す。 

 そうした中で、吉田探究では変化の大きな世の中を生きていく力を、この６つ

の資質・能力によって身に付けてほしいと思っています。そして、吉田町の教育

目標である「生涯にわたり学びあい高めあう人づくり」を目指していきます。こ

ちらは中央小学校が作成した評価基準になります。先ほどの６つの資質・能力の

中で、それぞれの学習の中で具体的にどの場面でどういう力を付けていきたい

のかということを分析し、見通しを持った学習を行っています。 

 では、具体的に学校の中でどのような学習が行われているのかを紹介したい

と思います。まず、吉田中学校ですが、３年生が吉田町への提言という発表会を

行っていました。これは広報よしだにも載っていた授業を転載しています。テー

マとして吉田町の産業を活性化するにはどうしたらいいか。それから、災害対策

をした安全・安心な町にするにはどうしたらいいのかということなど、産業や観

光・防災・環境など、それぞれ生徒が設定したテーマについて調べて、保護者、

それからコミュニティ・スクールと学校運営協議会の委員、また、町の職員に向

けて発表会を行いました。で、発表の中では、地域の方や役場の職員から、生徒

に対して君たちが大人になっても住みたくなるような町にするにはどうしたら

いいと思う？という意見交換をするような場面があって、生徒が保護者ととも

にこれから町をどうしていけばいいかを考えられる。そういうような授業にな

っていました。 

 具体的に生徒はこのようなスライドをつくって、ポスターセッションの形で

発表しました。この子は吉田町に観光地と観光客を増やして、吉田町を活気があ

り人気の町になるようにしようというテーマで調べています。例えば、どんなも

のかというと駅ができたらいいとか、大きな道路、大きな駐車場があって、いろ
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いろな観光地を増やしていって、人を集めていこうというテーマを発表してい

ます。 

 また、住吉小学校ですが、６年生が地域の企業である本橋テープと協力して、

バッグの作成を行いました。こちらが現物ですが、このようなバッグを作りまし

た。今、スライドに映っているのは、よし吉カラーで、よし吉をイメージしたカ

ラーになります。それから、こちらは現物ですが、静岡おでんカラーです。静岡

おでんをイメージしたものになります。これは子供たちが吉田町の特色を生か

したデザイン、それから、使い勝手の良さなどを考えて、それについて本橋テー

プに自分たちの考えを宣伝して、それを商品化するという取組を行いました。最

終的にはこのバッグについては、保護者や子供たちに販売をする活動まで行っ

ています。 

 それから自彊小学校ですが、こちらは４年生の学習で、福祉の学習をしていま

す。役場の職員に協力をしていただいていまして、企画課の田中主査を講師に招

いて、実際に車椅子で生活をしている方の話を聞いて、自分たちに何ができるか

ということを学ぶことができました。車椅子体験をしたり、車椅子用の自動車を

実際に見せてもらったりとか、話を聞いたりして、具体的な場面の中から学んで

います。子供たちからは、車椅子の方を見たら自分から声を掛けて助けていきた

いという気持ちが生まれたという感想が出ていました。 

 続いて中央小学校です。中央小学校では、３年生から６年生までが吉田探究で

学んだことを、保護者や地域の方に発信することを目的として、まごころフェス

ティバルというものを開催しました。これは当日の運営から、準備、全て子供た

ちが行って、各学年の学習成果の発表。それから、この中では学習に協力してく

れる町の企業の方も参加して、地域と学校が一体となった学習の発表の場とな

りました。例えばここにあるように、福世オートサービスさんとか、松浦食品さ

んとか、本橋テープさんとか、様々な地域の企業の方が協力をして、教室でブー

スを開いて、体験などをさせてもらっています。その中で一つ、これは松浦食品

さんですが、うなぎポテトチップス、それからしらすのポテトチップス。こうい

うのも子供たちで考えて、商品化をしてもらって、パッケージの絵を考える。こ

ういう活動も実際に行って販売をしていました。 

 さらに今年度、吉田町全ての小中学校の児童生徒が企画課とコラボをしたシ

ーガーデンシティ構想の授業をやっています。町内の子供たちとどのようにこ

の土地を活用していけばいいのかということを考えた授業を行いました。子供

たちは場所についての活用方法をグループで話し合って、このような思考ツー

ル、スライドを作ってまとめていきました。子供たちが意見交換をする中で、土

地の利便性、海に面した景色の良さであるとか、どういった年齢層をターゲット

にしたら人が集まるのかというような様々な条件を考慮しながら夢のある構想
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を練っていました。その中で温泉があったらいいなとか、カフェがあったら人が

集まるんじゃないか、観覧車があったらいいね。いろいろなアイデアが出たので

すが、そういうアイデアをまとめながら、夢のある授業を行いました。 

 例えば、こちらは自彊小学校の子供たちが防災センターのパンフレットがこ

んなふうになったらいいなというものを作ったパンフレットになります。これ

がうなぎチップス、それから住吉小の子供たちが作ったかばんになります。回し

て見ていただければと思います。 

 

○増田委員 

 実際に販売をしたのでしょうか。 

 

○事務局 

 そうです。イベントの中で保護者等に向けて販売しました。子供たちは吉田探

究の授業を通して、子供たちが身に付けたものというのは、探究のサイクルをフ

ル活用してこれから自分たちが生きていくためにどうしたらよいのか。探究の

サイクルというのは、課題の設定や情報の収集、整理、分析、まとめ、表現、こ

のいろいろな学習の段階を踏んで学ぶことですが、探究的な学びにおいては、自

分の興味関心が何なのか。それから、自分の問題意識が何か、また将来の姿はど

んなものなのかということのスタート地点が違っています。その上で情報を収

集、整理し、自身の考えを深め、その考えを他者に伝えるために表現するプロセ

スが必要です。先生に言われたからやるのではなくて、自分が学びたいから学ぶ。

より良く学ぶためにはどうなりたいかを考えて、集団や個で考えると。そういう

経験をこの吉田探究の中で行っていくことでした。 

 これまで紹介した学習の中でも、グループで話し合いながら担当を決めたり

とか、友達が困っていたら助け合うという姿を見ることができました。また、発

表のための資料づくりや、分かりやすくするためのグラフやイラストを使うと

いうことも、自分の考えをみんなに納得してもらえるように、そういう根拠やデ

ータとなるものが必要だということを学んだ結果、自分たちで考えたのだと思

います。このような体験を通じた学びにこそ、実社会や実生活に必要な知識、ス

キル、経験値となり得ると思います。つまり、これまで何を知っているかという

ことから、知っていることを使って何ができるのかを重視した学習を、この吉田

探究で学ぶことができると思っています。 

 さらに、これまで学習してきた活動を支えてくれる大きな力としてコミュニ

ティ・スクールがあります。授業に必要な地域の人材と学校をつなぐ役割を、こ

の写真にあるように各学校にいらっしゃるコミュニティ・スクール・ディレクタ

ーの方が担ってくれています。今後、学校運営協議会の中でも、吉田探究につい
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て深く関わっていただくことで、地域と学校が一体となった学びが可能になり

ます。吉田探究を通して、子供の姿を地域に知っていただいて、共に活動をする

ことを増やすことで、吉田探究によって子供も育ち、地域も育つ町になっていく

ことを期待しています。 

 また、これからの吉田探究ということで、今後の取組として今計画しているの

が、各学校で行っている今日御紹介したような取組を、さらに多くの方に知って

もらいたいと考えています。そこで、吉田探究交流サイトの開設を計画していま

す。今は案の段階ですが、このようなホームページのようなものを作っていきた

いと思っています。ホームページの中には、各学校の取組を紹介するページを作

っていて、例えば中央小学校を選ぶと、中央小学校のこれまでの取組、どんな学

習をしてきたのかという資料が見ることができたりとか、これは動画になって

いるのですが、例えば子供たちが発表している様子を動画で撮って載せるとか。

こういうふうな各学校のページを作っていくことで、このページ内に各学校の

取組を紹介して、多くの方に知ってもらおうということを考えています。このサ

イトについては、保護者や子供が見ることができて、吉田探究の学習成果につい

て、発表会等の最終的な成果だけの姿ではなくて、学習の過程を知ってもらうこ

とができ、子供たちの学びの姿を保護者や地域の方がより詳しく理解してもら

うことができると考えています。 

 また、この情報をホームページの最初の１か所にまとめていくことで、各学校

の取組が明確になり、各校の学習の様子を知ることができて、子供たち自身も自

分の学習に生かすことができると考えています。このような取組を通して、これ

から吉田町を担っていく子供たちが、さらにすてきな探究者になれるように、町

としても支えていきたいと思います。以上で吉田探究の説明を終わります。 

 

○田村町長 

 ありがとうございました。それでは事務局の説明が終わりましたので、吉田探

究につきまして皆さんの御意見を伺いたいと思います。 

 

○増田委員 

 今のプレゼンを聞いて改めて思いましたが、吉田探究、非常にいい授業だなと

思います。一番初めの教育大綱ですか、教育目標を達成するための１つのツール

として、大きな役割を果たす取組だと思います。 

先日、中央小のまごころフェスティバルに参加してきました。そうしたら、３

年か４年の児童だったのですが、プレゼンをしてくれたのですが、非常に生き生

きとしていたんですね。やっぱり自分で考えて自分で発信するというのは気持

ちのいいものだと思うんですね。そういうことが体験できる機会として、非常に
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吉田探究は効果があるとそこで思いました。この数年でしょうか、吉田探究を外

に発信する機会を増やしていただいていると思うのですが、よりそれを加速し

ていただいて、町民の皆さんが小中学生の子たちがやっている吉田探究に興味

を持ってもらいたいと思いました。やっている内容も素晴らしいですよね、福祉、

防災、それらを本当に子供たちが発信するというところが大事だと思いますの

で、町民の皆さんそれを受け取ってもらうそういう機会を増やしてもらいたい

なと改めて思いました。 

 

○中村委員 

 本当に吉田探究がダイナミックに行われているなと思います。実際問題とし

て、子供の生活圏って学校ぐらいしかないので、町のことって本当はあまり知ら

ないですよね。行き帰りぐらいのことしか本当は分かっていなくて。こういった

町内の企業とつながったりだとかということが、体験的に学べる機会って本当

に郷土愛を育む上でもすごく大事だし、それから、そういった人とのつながりの

中で、知ることだけではなくて、課題を自分たちで作るから、それこそ先ほどか

ら出ている答えのない課題を見つけていったりというような。それから友達と

一緒に協働的に学ぶとか、最終的にプレゼンテーションがあるものだから、形を

整える必要もあるしということで、学びとしても非常に質の高いものができる

のではないかなと思います。こういったことをどんどんと、今度はその発表の質

だとか、中身だとかというような質を高めていくようなことがだんだん課題に

なってくるのかなと思いました。 

 

○北澤委員 

 小学校３年生から中学校３年生までの間にいろいろなことで吉田町を知る機

会があるというのは良いことだと思います。特に中央小学校さんは昔からキャ

リア教育というものをやっていた印象があるのですが、そういった土台がすご

く活用されていて、まごころフェスティバルなど子供たちが主体的にできるの

はそういうところなのかなって思うのですが。少し思うところがあるのは、本橋

テープさんとかの商品をつくって終わりではなくて、自分でＰＲして売り出す

ということになると思うのですが、吉田町の企業に協力を願う前に、吉田町で私

が少し知りたいなと思うのは、この会社がどんな成り立ちで、この会社の独特な

デザインというものを、やっぱり子供たちは基本的なことを分かっているのか

なというのを、魅力をしっかり、子供たちが魅力を感じて、それだったら僕たち

はこういうふうな形にしてみたらどうだろうとか、自分たちが魅力のあるデザ

インをもう少し工夫してみたらどうだろうと。で、発信してみたいなという子供

たちの、そもそも吉田町にある企業がどんな会社なのかというのを知ってくれ
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ていると、もっとうれしいなと。こういうお菓子もそうですけど、大好きなんで

すけど、こういったものを口にして、その魅力を子供たちが受け取ってくれたら

いいなというのもあって。それこそコミュニケーションを取って、これもおいし

いし、自分たちはもうちょっとこういうふうにチャレンジしてみたいという発

想の下で商品化する過程を少しみたいなというのがあって、これつくりました

というプレゼンも素晴らしいのですが、過程を大事にやっていただけるとうれ

しいなと感じました。小学校４年生でやるというのは、１年間しかない中で、限

りある時間だと思うのですが、ただつながりを感じさせるのであれば、本当に１

つずつ年を追うごとに深く深く知っていって、じゃあ自分たちはどんなことに

チャレンジしたいなというので、何年か掛けての企画でもいいのかなとも感じ

て。浅井先生がつくってくださったホームページなどを見ても、自分たちはこう

いうことに探究心を持ってやってきたんだ。じゃあ小学校６年生の時にあれを

やってみたい。あそこの会社にもう一度話を聞きに行ってみたいというような、

そんな過程になればいいなというのもあって。中学校までつながりのある、自分

たちがどれだけ成長して、深みのある学びができているのか、自分自身で、自分

はここまで詳しくなって、ここまでできたんだという成果を持って最後はいっ

てもらいたいなというのができるのではないかと感じて、これからの吉田探究

を楽しみにしたいなと思いました。 

 

○田村町長 

 吉田町のことをまず知って、今の吉田町を知って。私もそうですが小学校や中

学校の時にこの町のことって一部のことしか知らないですよね。だから本当の

吉田町のことを知って、まず知ってもらう、さらに今度は行く末。そういうのを

全部知ってもらって、自分だったらどんな町をつくりたいのかなと。こんな吉田

町の福祉であるとか防災であるとか、そんなことを勉強したら、こうなってほし

いなとか、自分の意見というのを持てるようになってくるんですよね。それが一

番大事だと思うんですね。だから自分で学んでいくという、そういうのが非常に

大事ですね。 

「伝」というものがありますよね。吉田町の企業の皆さんが、吉田町にはこう

いう会社があるんだよと。こんなことをやっているんだよと教えていく、又は知

ってもらう、そういうのが非常にいいなと思います。さらには地域で学校等を運

営していく。いろいろな意味で重なり合って教育の連携をしてやはり大きなも

のづくりが吉田探究だと思うのですが、その中にいろいろなものが入ってきて、

子供たちが自分で成長していく、そういうふうな基盤が少しずつできてきた感

じがしますね。さらにまた皆様の、これからこんなことをやるといいよとか、そ

んな何か取組がありますか。 
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○増田委員 

 先ほどの吉田探究交流サイトが楽しみでしょうがないですね。これを皆さん

に見てもらいたいなと思いますし。今浮かんだのは、防災、福祉を勉強されてい

るので、年３回の防災訓練の時ですね、子供たちが集会場に来てですね、プレゼ

ンしてもらう、発表してもらう、こういうことができたらいいなと思います。 

 

○田村町長 

 子供のやる気ですよね。中村委員は何か付け加えることはありますか。 

 

○中村委員 

 特にないです。交流サイトはとてもいいなと思いますけれども、あまり仕事の

負担にならないように。発信するためにはそれなりの人材と時間が欲しいとい

うことは言えるかなと思っています。 

 

○田村町長 

 未来を担う子供たちにいろいろな意味で多層化してきていますよね。本当に

いいなと思いますね。皆様、言いたいことがありますか。 

 

○増田委員 

 さっきの交流サイトもそうなのですが、コミュニティ・スクール・ディレクタ

ーが皆さん頑張っていて、地域に発信をしてくれている。各小中学校のホームペ

ージが頻繁に更新されているのですが、かなり型が古いというか、Ｗｅｂサイト

が古い気がします。吉田町もホームページを変えようとしています。なので、ぜ

ひ小中学校も今風のものにしていただいて、あとは町のホームページとリンク

をちゃんとしていただいて、皆さんに見ていただきたいと思います。 

 

○田村町長 

 それではですね、吉田探究について皆さんの意見をお伺いしましたので、これ

をもって事務局説明の方向で進めていくということでよろしいでしょうか。あ

りがとうございます。それでは本日の全ての議事を終了しましたので、進行を事

務局にお返しします。 

 

３ 閉会 

○事務局 

 ありがとうございました。教育委員の皆様におかれましても、長時間にわたり
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誠にありがとうございました。本日お認めいただきました吉田町の教育大綱と

ＴＣＰトリビンスプランについては、町のホームページに公表させていただく

とともに、児童生徒の保護者の皆様にはきずなネットにおいて周知をさせてい

ただきたいと考えておりますので、御承知おきいただければと思います。 

以上をもちまして、令和５年度第３回吉田町総合教育会議を閉会します。恐れ

入りますが相互のあいさつを交わしたいと思いますので、一同御起立ください。

一同礼。 

 


